
R3年度 モコ山崎保育園 園評価 

 

保護者アンケートより 

 

コロナ禍に於いて色々な事が制限される中の保育で毎日楽しく安全に過ごせているので、安心して保育園に行ける

とありがたいお言葉を頂いた。とても嬉しいお言葉で今後も安全面に気をつけながら危険の無いよう保育していき

たい。 

自然環境に恵まれた場所にモコ山崎保育園はあり、遊びながら、自然に触れる事が出来る環境にあるのでそれを利

用し様々な活動をしてきた。つながりのある保育をする中で、拾ったどんぐり等を制作に使うなど発展性のある活動

に取り入れた。その点を支持して頂けたことが嬉しい。 

また、連絡ノートだけでなく、どの職員も保護者にお子様の様子を口頭でお伝えしてきた。 

職員との会話が楽しいというご意見があり、とても嬉しく感じた。また、面談を通して進級にあたってお願いする事

子どもの心境の変化やこれからの事を話す時間が持てた事も良かったようだ。職員からだけではなく、保護者から

もどんどん話してもらえるような信頼関係を引き続き築いていきたい。 

 

 

職員評価より 

 

主体的保育を取り入れていく中で【主体的】という言葉にとらわれ過ぎてしまい、主体的が曖昧になってしまった。 

子ども主体ではあるが、わがままや自我を通すことを容認する事ではないと改めて話し合いをした。これが主体的

だなと思える場面を写真に撮り、玄関掲示し見える化して主体的を意識した。 

また、丁寧な保育を心掛け、小規模ならではの家庭的な雰囲気を意識して保育にあたった。 

コロナ禍に於いて、外部研修には出かけられなかったがそれぞれの職員が園内研修を通して向上心を築いていった。 

 

 

 

 

園総合評価 

 

小規模ならではのアットホームな雰囲気で子どもとの関わりを意識して保育してきた。 

子どもだけでなく、保護者にも興味を持ってもらえるような内容の活動を引き続き行い、子どもの姿が伝わるよう

にお便り等の発信の仕方を工夫していきたいと思う。先の見えないコロナ禍での保育ではあるが、行事の在り方、保

護者の送迎方法もその時々で対応を検討していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 


